


ViVIDとは？

　当団体は、今年2020年2月に創設された日本発アフリカ系非政府組織です。代表の蔵田が2011年より支援し続けてきた西アフリカ 
ガーナのセイチェレにおいて、現在「包摂的で持続可能な地域コミュニティ開発の実現」をミッションに掲げ
「包括」×「参加型開発」×「パートナーシップ」で、より結果を重視した地域コミュニティ開発を目指しています。

　また、透明性、独立・公平、地域密着、持続可能性、説明責任を団体の哲学とし、常に日々の活動で意識しながら運営しています。

メンバー紹介

　現在ViVIDは、以下の６人で活動を行なっています！

　

　メンバーの個性や経験を最大限活かしながら、メンバーの主体性を重視した運営方針で活動を行なっています。
　日本、米国、欧州で生活するメンバーを抱えており、普段からテレワークで活動しています！
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　　　Fight COVID-19 with ViVID

　世界中で猛威をふるっている新型コロナウイルス感染症拡
大によって、当団体が支援しているコミュニティでも感染症の
流行が懸念されています。また支援コミュニティは、貧困率も
高い地域で住民のほとんどが感染症対策が取れないまま、
日常生活を送らなくてはいけない状況が続いていました。

　そこで当団体ViVIDもその状況を深く受け止め、当初予定し
ていたプロジェクトを一旦取り下げて、支援コミュニティにおけ
る「新型コロナウイルス感染症対策事業: 'Fight COVID-19 
with ViVID'」を立ち上げることになりました。

　本事業のカウンターパートであるセイチェレヘルスセンター
の助産師・看護師とともに、セイチェレからは「コロナ感染者ゼ
ロ」を目標に掲げ、コミュニティメンバー全員を対象にしたコロ
ナ対策を行うことにしました。

ガーナはどのようにコロナに立ち向かったのか

　ガーナでは、3月12日にノルウェーとトルコからの入国者の感染
が確認されました。日本で初めて感染が確認されてから学校の
休校が実施されるまで一か月半ほどあるのに対して、ガーナでは
一週間経たずして休校、集会の禁止が行われました。これらの対
応の違いはやはり、医療資源に乏しいガーナでは日本以上に感
染者を出さない対策が必要だったことが理由として考えられるで
しょう。国境封鎖に至るまでの決断も早く、都市部でのロックダウ
ンという厳しい対策もとっていることからも、重大な事態としてとら
えていることが伺えます。
　一方で、日本が緊急事態宣言を全国に発令した4日後、ガーナ
ではロックダウンの解除という意思決定をしています。アフリカ最
速でのロックダウン解除という決断でした。日銭を稼ぎ生活をす
る人も多いガーナの人々にとって、ロックダウンはコロナの危機
から身を守ることと引き換えに飢餓という危機に直面していまし
た。ロックダウンの解除は十分に生活を補償する余裕がないガー
ナ政府が下した苦渋の決断だったと言えます。
　6月9日現在、セイチェレが位置するアシャンティ州の新型コロ
ナ感染者数は1,799人[1]です。感染者数は増え続けている一方
で、大統領は一定の条件下での宗教集会の再開、6月中旬から
の学校の再開を発表しています[2]。
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３段階で継続的な支援を目指します！

Fight COVID-19 with ViVIDでは、３フェーズに分け
段階的にコミュニティ支援を実施しています。
フェーズⅠでは、コミュニティ唯一のクリニックである
「セイチェレ診療所」の医療体制を強化するため、消
毒薬や血糖測定器などの医療物資を寄付致しまし
た。フェーズⅡは基本的な感染症対策（手洗い・マス
ク）に誰もがアクセスできるよう物資支援、また正しい
予防方法について啓発活動を行いました。さらに、こ
れから開始するフェーズⅢでは、手洗い場を長期的
に、より効果的に使ってもらえるよう感染症対策フォ
ローアップを行います。
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手洗い場の設置

　コミュニティの男性が木の台作りに協力してくれ（写真
下）、石鹸とベロニカバケツを設置したことで住民が簡
単に新型コロナ感染対策のための手洗いをできるよう
になりました。

　そしてさらにサプライズで、現地スタッフがViVIDの
シールを作ってベロニカバケツに貼ってくれました！

　老若男女様々な住民がベロニカバケツで手を洗って
います。これを機にセイチェレで手洗いの習慣が定着
するよう、マスクを配布の際に衛生面での啓発活動も
行ったり、村内放送で正しいマスクの装着方法や３蜜を
避けるよう呼びかけたりするなどソフト面での感染症対
策も合わせて行いました。

【写真左】手洗い場を使うセイチェレ首長であ
り、孤児院を運営するナナ・ヤオ氏

フェーズⅡ

フェーズⅠ

医療物資の配布

　セイチェレ診療所は、日本のODAによって設立された、コ
ミュニティに唯一存在する医療機関です。（写真右）住民の
一般的な病気の治療から定期検診、出産まで行っていま
す。しかしセイチェレ診療所は慢性的な運営資金難を抱えて
おり、コロナ対策はおろか、通常の医療体制も整えられてい
ないのが現状でした。

　そこでViVIDは、まずセイチェレ診療所で通常の医療活動
ができる体制を整え、コミュニティにおいてコロナ対策の中
核を担えるよう、「Fight COVID-19 with ViVID」と題して
医療物資を届けました。
（ヘアーネット、消毒液、マスク、医療用ティッシュ、ハンドサ
ニタイザー、血糖値テストストリップ、薬品包装紙、バンドエ
イド、ウォッシングパウダー、手術用縫合糸）

セイチェレ診療所へ医療物資を届けました。

　セイチェレ診療所の看護師長フバートさ
んより出産前検診へ訪れた妊婦がマス
クを受け取る様子（写真右）

1997年日本の無償資金協力により設立されたセイチェレ診療所

配布するマスク
（写真左）

【写真右】手洗い場の設置台
を作るコミュニティの男性。



全コミュニティ住民にマスクを配布しました！
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手洗い場設置マップ

　セイチェレの仕立て屋さん、裁縫の
できる方、ボランティアの奮闘のおか

げで、現地で4,649枚のマスクをの製

造が終わり、2歳以上の全住民に配
布することができました！　
　先日終了しましたクラウドファンディ
ングでは、皆様からの多大なご支援
のおかげで、目標金額を上回る

332,500円を頂きました。頂いたお金
は1円も無駄にすることなくセイチェレ
住民の感染症予防のため大切に使
わせていただきます。

団体一同、心よりお礼申し上げま
す！
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⑪Panin Alahaji

11

⑫Ammantem ⑬Ahenbronom

約350人の住民が
暮らす地域。住民
の多くは農民であ
る。

約300人の住民が暮
らす。近隣の村との
往来に使われる道路
沿いのコミュニティ。

約1500の住民が暮
らし、農業と小規模ビ
ジネスによって収入
を得ているエリア。



コロナ収束までセイチェレと共に

　日本貿易振興機構（JETRO）によると、ガーナは5月31日時点で21万8,425件の検査を実施し、死亡者数はアフリカや世界の中でも
最低の水準を維持しています。しかし、６月以降も毎日300人～600人の感染者が出ており、加えて大多数の感染者はアクラとクマシ
の二大都市に集中しています。クマシからセイチェレは車で1時間程とそう遠くはなく、人の往来も少なくありません。現段階でセイチェ
レから感染者は出ていませんが、経済や学校が徐々に復活し活動が活発になることで、今後より一層一人ひとりの感染対策が重要に
なってきます。

　フェースⅢでは、住民向けの感染症対策フォローアップとして、手洗い場を恒常的に使ってもらうための物品提供（石鹸や故障時の修
理）、手洗い場の使用率調査やコロナ終息後の活用場所検討、感染予防のため村内放送による啓発活動などを行います。さらに、今
回の事業のカウンターパートであるセイチェレ診療所や、事業に協力してくれたボランティア住民との議論を通して、今後の事業の可能
性や支援が必要な分野についての調査を行います。（活動詳細は変更の可能性があります。）

　フェーズⅢの活動の様子も順次団体Facebookでご確認いただけます。是非覗いてみてください！
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フェーズⅢ

これからのViVID

　当団体は、柔軟性・参加型・多様性を重視した開発を事業の特徴としていま
す。ViVIDのスローガンである「すべての人に、色鮮やかな生活を。」届けられる
よう、短期的には提携コミュニティであるセイチェレの、長期的には他アフリカ地
域での課題にも挑戦していきます。

　多種多様な技術や経験を持つステークホルダーとパートナーシップを締結し
「One Team」を作り、多角的・戦略的に地域社会で開発活動を行い、社会課題
を解決していきます。ViVIDの活動やパートナーシップ提携に興味のある個人
様、団体様はお気軽にお問い合わせください。

啓発活動の様子

　ViVIDはマスク配布中、2週間で6日間（朝晩）の計12
回に渡って、以下の「感染予防のための行動規範」を
村内放送で放送することで、住民の意識向上を目指し
ました。
・３密を避けること（マーケットや乗合タクシーでの移動
が危険）
・マスクの着脱方法（装着方法を間違うとむしろ不潔な
環境を作ってしまう）
・不調を感じた際の行動様式のおさらい

　さらに、配布ボランティアがマスクを配布する際は各
自消毒液を携帯し、万が一の場合に備えて配布者の手
を消毒しながら配布に努めました。

　もともとセイチェレには流水で手を洗う習慣や、多くの
海外の国々と同様、普段からマスクをする習慣はない
ため、モノを渡すだけでなく一つ一つのモノの意味や効
果的な使い方を伝えることも我々の責任と捉え、ソフト
面の支援も行いました。

リサイクルBOX設置

　ガーナでは生ごみは家畜の餌にする、または庭で栽培している植物
（プランテンやキャッサバなど）の堆肥として使うことがほとんどです。し
かし、プラスチックゴミはどうでしょう？

　生ゴミとは違い、ポイっと捨てたものが地球にかえっていかない無機
物やプラスチック類。マイクロプラスチックも話題ですね。環境問題に力
を入れている太平洋島嶼国のある国では、国内で使用されているビ
ニール袋はすべて分解可能なものだとか！日本でも、先日2020年7月
1日からスーパーやコンビニのレジ袋有料化が始まりました。

　そこで、ガーナはどうなの？村民の環境意識っ
てどのくらいなんだろう？という疑問から、マスク
配布時に包装に使ったプラスチック袋の回収
BOXを、村内に2か所設置しました。今回収集し
た結果は、今後のプロジェクト策定等に活かして
いく予定です。
　さてさて、どのくらい集まるかな～！？
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　　ボランティアリーダーからのメッセージ

　「こんにちは！私の名前はアド・エマヌエルです。趣味は映画を見ることと音
楽を聞くことです。Revelation Children’s House (セイチェレにある孤児院)
で育った経験は、人生において大事なことを沢山教えてくれました。私は子供
達が大好きで、どうすれば子供達みんなに平等にチャンスが巡ってくるかにつ
いて模索しています。子供達、特に孤児院で育つ子供達にはいつもハッピーで
あって欲しいと願っています。

　現在私は教師として働いています。今のところフルタイムではないのですが、
今後明るい未来が待っていると信じています。実は、子供の時は会計士になり
たかったんですが（笑）でも今は教える事が大好きですし、教師であることを誇
りに思っています。

　

セイチェレにある孤児院で育ち、現在は教師として働く傍ら
ViVIDの良き理解者としてボランティアリーダーを務めてくれ
ているアド・エマヌエルさん

ボランティアリーダー 

アド・エ
マヌエル  

「日本からご支援いただいた皆様、ありがとう
ございました！」（セイチェレ住民）
「このプロジェクトに参加することができてとて
も嬉しいです。今までマスクは縫ったことがな
く、今回のプロジェクトで縫物の技術をさらに
向上させることができました。」（仕立て屋さ
ん）

ガーナのことをもっと知りたい！？

　ViVIDはコロナ対策事業中、Facebook連載企画として「おうちでガーナ」と題しガーナに関する情報発信を行ってきました。興味の
あるもの、読んでいなかったものがあればViVID Facebookページより、是非読んでみてください！日本とガーナの意外な関係や新
しい発見があるかもしれません。

第1回 (5/6) ガーナのコロナ感染症対策と現状について
第2回 (5/8) 提携コミュニティSekyere紹介動画
第3回 (5/11) ガーナの地方診療所が資金難に陥っている理由
第4回 (5/11) 野口英世とガーナの野口記念医学研究所
第5回 (5/14) ガーナと日本政府のコロナ対策比較
第6回 (5/16) ガーナ渡航時のコロナに纏わるエピソード
第7回 (5/18) 代表蔵田が2011年にセイチェレを訪問した際の動画
第8回 (5/19) セイチェレの基本情報-人口と産業
第9回 (5/22) アフリカ諸国の新型コロナウイルス対策
第10回 (5/25) 在アクラ野口博物館・記念庭園
第11回 (5/29) ガーナで開発された手洗い場「ベロニカバケツ」の紹介
第12回 (6/4) ガーナの環境問題と長坂真護さんの活動
第13回 (6/9) 住民にインタビュー！
第14回 (6/10) アシャンティー州における新型コロナ感染状況

👇　ViVID Facebookはコチラ

　 私がViVIDに興味を持ったのは、カツミ代表からViVIDの活動について話を聞いたのがきっかけでした。ViVIDの目的や活動方針、思
想に共感し、大切なセイチェレの人々を助ける活動に協力しようと思いました。現在行っている「緊急コロナ支援事業」でのViVIDの活躍
には驚いています。設立間もない団体にも関わらず、ここまで活動してくれていることに敬意を表します。だから、この活動が成功するよう
に私も精一杯協力しているのです。ViVIDはチームとして一人ひとりが一生懸命働いています。

　 ViVIDはセイチェレの人々と共に働き支援してくれるということを証明してくれました。セイチェレは決して大きなコミュニティではないです
が、我々の活動に参加してくれる沢山の人がいます。

　今回「緊急コロナ対策事業」のリーダーとして自身を持ってお伝えしたいのは、セイチェレの人々はViVIDの支援に関してとても喜んでい
るということです。本当によくやってくれていると思います。日本の皆さん、本当にありがとうございます！！」



団体情報

　　　団体名：国際NGO ViVID
　　　設立年：2020年2月15日
　　　メール：vividvillagejpn@gmail.com

参考文献

ご支援いただいた皆様へ
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Facebook https://www.facebook.com/ViVIDVillageJPN/
Instagram https://www.instagram.com/vividvillagejp/
Twitter https://twitter.com/ViVIDVillageJPN

　国際NGO ViVID代表の蔵田です。改めまして、当団体が実施している新型コロナウイルス感染症緊急対策事業「Fight COVID-19 with ViVID」

をご支援頂き、心よりお礼申し上げます。沢山の人から温かいお言葉を頂き、クラウドファンディン最終日まで諦めることなく、なんとか駆け抜ける

ことができました。ありがとうございました。

　 この事業が当団体の初事業になったわけですが、本来想像していた以上の発見と学びを得ることができました。例えば、「コミュニティの『宝物』

を見つけられた」というのが学びの一つです。マスクの配布を積極的に手伝ってくれた子供達、啓発活動に自主的に参加してくれた住民の有志

達、さらにクラウドファンディングの広報活動で必要な写真や動画を撮影し、住民に対してインタビューを行なってくれたボランティア達。我々の支

援コミュニティには自分の故郷を守りたいと感じ行動に移せる住民が沢山いました。

　また、マスク製造時には、支援コミュニティのほぼ全仕立屋さん（計26人）が一致団結し、全コミュニティ住民およそ4600人用のマスクを製造して

くれたことを忘れてはいけません。コミュニティには限られた人数の仕立屋さんしかいない中で、質の高いマスクを短期間で大量製造できたのは、

彼らのハードワークとコミュニティの一助になりたいという想いがあってのことです。

　 一方で事業が進み、皆様からの温かい激励や貴重な支援金が日に日に増えていく中で、ViVIDのメンバー達の中でも変化がみられるようにな

りました。一般的に、緊急対策事業というのは一過性の事業になりがちですが、この事業を行なっていく過程の中で、今後の持続可能な地域コ

ミュニティ開発事業に如何に繋げていくか、恒常的な部分の話し合いもメンバー間で議論するようになりました。自分達が持っている力を最大限コ

ミュニティに還元したいという思いと責任感が日に日に増していった結果だと思っています。

　今後の予定と致しましては、国際NGO ViVIDは、コロナが完全に収束するまで支援コミュニティに寄り添い、感染症対策事業を継続して参りま

す。また、収束後には当初予定していた「One Team 事業」により、現地の社会課題解決を実現するため、民間企業や各分野NGOでチームを作

り、多角的・包括的に地域コミュニティ開発を行なっていきます。

最後になりますが、皆様改めまして、この度はViVIDのコロナ緊急対策事業をご支援頂き、誠にありがとうございました。今後ともViVIDの活動と

支援コミュニティの発展を温かく見守っていただければ幸いです。

国際NGO ViVID代表 蔵田克己

https://ghanahealthservice.org/covid19/
https://www.africanews.com/2020/06/01/coronavirus-updates-from-ghana/
https://www.jetro.go.jp/biznews/2020/06/95f061f1622afb35.html
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